
はじめに 

 

 本書は、私のブログ「小閑雑感」に 2007 年 11 月から 2008 年２月までに

書いた 86 篇の文章をまとめたものである。前著の『Part 11』に比べ５篇、

25 ページほど多い。また前著は、2007 年８月に行われた生長の家教修会と

の関係で「イスラーム」についての記述が多かったが、今回は通常の種類の話

題にもどっている。前著に収録したイスラームに関する論考をもとにして、日

米での２回の教修会をへて、今年の 10 月に『衝撃から理解へ－－イスラーム

との接点をさぐる』という単行本が生長の家から出版された。生長の家に関心

をもち、かつイスラームにも興味のある読者には、ご一読をお薦めする。 

  

 私はこの文章を 2008 年の 11 月の最終週に書いているが、本書がカバーす

る約１年前の世界と、現在との間に歴然とした違いを感じている。その違いと

は、世界経済の状況である。11 月 26 日の『日本経済新聞』夕刊は、ＩＬＯ(国

際労働機関)の予測として、先進国の 2009 年の実質賃金が前年に比べて「0.5％

減少」すると伝えている。2008 年の予測が「0.8％増加」だったことと比べる

と、先進諸国の賃金労働者の収入は、来年は「減少に転じる」のである。また、

同じ『日経』は、アメリカ農務省の予測として、バイオエタノール需要などで

増加が著しかった米国農民の収益が、夏の時点での予想(957 億ドル)より１割

少ない 869 億ドル(約８兆 3400 億円)になると伝えている。さらに、経済成長

著しかった中東欧・旧ソ連地域(29 カ国)の実質経済成長率についても、同紙は、

2008 年の見込みが 6.3％だったのに対し、2009 年は「3.0％」に半減する

との予測を報じている。 

  

 “上昇中”だった世界経済が、わずか１年の間に“下降”に転じる可能性が

現実化している。理由は、アメリカ発の金融危機の影響で世界経済の歩みが止

まり、一部では後退局面を迎えているからだ。本書にあるように、私は１年前

に食糧の値上がりを誘うという理由で「バイオ燃料に制限を」(12 月７日)と訴

え、バイオ燃料の増産によって食糧が値上がりする実例として、「牛乳とバイオ

エタノール」(同月 11 日)の関係について書いた。また、石油増産が難しくなる

“石油難”より前に“食糧難”が来る可能性(同月 20 日)についても警鐘を鳴ら

した。が、現在は、世界的景気後退で石油の値段が下がり、それによってバイ

オ燃料の需要も減り、したがってトウモロコシや大豆などの穀物価格も下落し

ている。これによって途上国の食糧問題は一時より緩和されているから、金融

危機や不景気に“光明面”がないわけではない。 

 



 本書で「バイオ燃料の“光明面”」(同月 22、23 日)について記述したように、

バイオ燃料は一般に化石燃料よりも地球温暖化を促進しないエネルギーである。

が、食品と競合するバイオ燃料が食糧難を惹き起こすことも事実である。だか

ら、本書での記述は中・長期的視点からは少しも間違っていない。が、現在の

ような景気後退状況の中では、各種の経済指標が一時的に矛盾した数字を示す

こともあるのである。 

  

 経済は人間心理の産物であるから、行きすぎた“ブーム”は、ある時点で“バ

ブル崩壊”によって修正される。これは、人間の心が間違いに気づくことだか

ら、善いことである。が、次にくる“反省”の局面で、人類が正しい選択をす

ることが決定的に重要である。そうでなく、従来のように自然や地球環境を犠

牲にした経済発展や、欲望優先のマネーゲームを続けていても、「案外いけるか

もしれない」などと発想を逆戻りさせる政策の実行は、人類全体にとって致命

的になる。今、日米を初めとした先進各国は、縮小した市場に大量の資金を投

入することで、「以前のようにどんどん消費してください」というメッセージを

出そうとしているように見える。私は、こんなメッセージは間違いだと考える。

「以前のように」ではいけないのである。指導者は今、消費者の選択のために

“正しい方向”を明確に指し示す必要がある。その方向とは、自然や地球環境

を考えた低炭素社会実現のための各種技術や制度を育成する方向以外にない。 

 

 さて、地球温暖化関連の話はこのくらいにして、「宗教・哲学」関連の問題に

移ろう。この分野で重要だと思われるのは、いわゆる“万能細胞”の研究が日

本でも急速に進んでいることである。特に、ＥＳ細胞（胚性幹細胞）と同等の

能力があると考えられているｉＰＳ細胞については、先頭を走っている研究者

が日本人であることから、国もこれまでにない規模の予算を割いて研究に力を

入れている。私は、この研究の技術的側面については専門外なのでよく分から

ないが、倫理的・宗教的側面については十分な検討を加えた後での利用を求め

ている。その理由などを、私は「万能細胞がもたらす“深い問題”」(１月 12～

13 日、15～16 日、)と題した４本の文章に書いた。また、これと関連した文

章に「“パンドラの箱”は開いたか？」(11 月 25 日)がある。 

 

 この“深い問題”とは、ひと言でいえば「人間が人間をつくる」という時代

の到来をどう考えるかということである。従来から行われている人工受精など

も、「人間が人間をつくる」手段として理解できるかもしれない。しかし、そこ

には人間が完全には制御できない「受精」という“神秘”な過程が残されてい

たのである。が、ｉＰＳ細胞の技術では、受精を伴わない人間の誕生が予測さ



れているのである。それが現実化した場合、この新しい技術が人間社会にもた

らす衝撃は予測が難しいのである。読者には、そういう点にも注意を向けてい

ただきたいと思う。 

 

 

「宗教・哲学」に関連するものでは、「肉体は“炎”である」(11 月４～５日)

という２回の文章は、「肉体はナイ」という生長の家の教えをできるだけ論理的

に説明しようと試みたものである。一見不合理に聞こえるこの教えを、頭を使

って理解しようと思う読者にお勧めする。また、「“日時計主義”は実相顕現の

運動」(11 月 22 日)、「目覚むる心地」(12 月 13 日)、「新しいタイプの誌友会」

(２月 29 日)などの文章は、現在行われている生長の家の運動の理解に役立つと

思う。また、生長の家が検討中の“森の中のオフィス”をどこに設置するかと

いう問題に関連して、いろいろ考えた軌跡が「自然と人間」という３回(２月９

日、13 日、26 日)のシリーズの中に残されている。これに関連して、都会の中

に“緑地”を残し、あるいは広げていくことを考えた「“欲望の街”と“霊的緑

地”」(２月 20 日)という文章もある。 

 

「人間と自然」などという言葉を使って考えると、とかく概念的、抽象的思考

に陥りやすいが、この関係をもっと具体的な動物との関係でとらえたものに、

「人間と動物の共存」という２回シリーズ(11 月 11 日、15 日)と「外来魚と

のつき合い方」(11 月 29 日)がある。いずれも根本的な解決法に至っていない

が、読者の参考にはなると思う。 

 

 さて、こんな具合に、2007 年の 11 月から 2008 年の２月は過ぎ去ったの

である。そして、本文を書いているのは、2008 年もあと１カ月を残した時期

である。その間に、３年を超える療養生活を送っておられた生長の家総裁、谷

口清超先生が静かに昇天された。私にとっては、教え親であるとともに、頼も

しい父であり、人生の導師であり、音楽や写真などの趣味の世界への導き手に

もなってくださった掛け替えのない人である。言い尽くすことのできない数々

の恩愛に心から感謝申し上げるとともに、ご教示くださった道を真っすぐに進

む決意をここに新たにするものである。 

  

 2008 年 11 月 28 日 

                          谷口 雅宣 拝 
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